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・Höhere technische Bundes Anstalt Wien 16  




































































































































































































































































































































































































































第 10回 VPI職業興味検査の解説 
第 11回 ４年生就職内定者に聞く 
第 12回 ベネッセとの共同講義 
第 13回 和歌山大学で学ぶということ：小田章学長 


































































































































































































































関連」（『進路指導研究』第 19 巻第１号 1999 年）
などがある。 
*8『キャリア教育研究』日本キャリア教育学会 第




























生き方の選択』学文社 2001年 P.74 
*15 仙崎武・池場望・宮崎冴子『新訂・２１世紀の
キャリア開発』 文化書房博文社 1999年 P.154 
*16 寺田盛紀編著『キャリア形成就職メカニズムの






















































 社会や職業社会への「移行期」にあたり、自らの将来・人生を大まかにでもしっかりと 設計できること。 
【キャリア・職業観】 
 職業生活の中で自分が何を実現しようとするのか、職業に対してどういう意味づけをす るのか。 
【キャリア・職業の選択】 
 自分はどのような道を歩むのか。  
【職業・専門能力】そのためには何をなすべきなのか。 
 






 ・○×株式会社 勤務先で、どんな部署にいてどんな仕事か不明 
 ・アパレル関係・建築関係      勤務先・会社の「業種」 
 ・会社員 「会社」に勤めていれば、みんな会社員 
 ・サラリーマン 給与（サラリー）をもらって労働する人みんな 































































 ・売り手市場の新規学卒者採用状況  
↓ 
 ・ミスマッチ：早期の離・退・転職 ※入社後３年以内の離職率 
７・５・３現象  大卒男子 28.5％ 女子 44.9％ 
 
 ・求人倍率 2005 年３月 １．３７倍  








 ・Not in Employment, Education or Training のうち、Not in Training が問題である。 
 ・企業内教育訓練＝人材育成   終身雇用制（就社制度）の崩壊後どこで人材を？ 






 ・企業の求めるもの ＝身につけなくてはならない能力 
  「即戦力」の真意 
（２）大学での学習 
 ・専門教育 
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 ・人格形成 
（３）インターンシップ・就業体験の活用 
 ・何を学び取るか？ 
【参考】インターンシップ 
１．インターンシップの役割 
（１）仕事の現場の理解 
（２）労働の意義の理解 ＝そのやりがいと苦労を知る 
（３）職業についての自分の興味・関心の喚起 
（４）職業観・勤労観の育成 
（５）自己の職業に関する能力・適性の把握 
（６）学生生活へのフィードバック  
→専門教育の深化 資格・検定の利用 
 
２．インターンシップのレベル 
【A レベル】：職場見学・視察 
 ・職場の雰囲気 
 ・職場の人間関係 
 ・仕事への姿勢・態度 
 ・社会人・職業人としての基本的行動様式 
 
【Bレベル】：仕事の試行 
 ・いろいろな仕事の経験 
 ・仕事の難しさ・辛さ・楽しさ・責任・達成感を実感する 
 ・自分の将来の進路選択へ 
 
【Cレベル】：専門的職業能力の試行・代行 
 ・自己の専門的・職業能力の力量を試行する 
 ・専門職として一人前に労働する。 
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